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Ⅰ．山羊の生殖器

１．雄山羊の生殖器

精のう腺 尿道球腺

膀胱 前立腺

肛門

精管膨大部

陰茎後引筋

Ｓ字曲

精管

陰茎

精巣

尿道突起 包皮

陰嚢 精巣上体

（１）陰 茎

山羊の陰茎は牛やめん羊と同様に陰茎後引筋により引っ張られることに

よりＳ字型に折れ曲がって包皮内に収まっています。性的に興奮することに

よって、この陰茎後引筋が弛緩してＳ字状に曲がっている陰茎が真っ直ぐ伸

び、包皮から突出します。山羊の陰茎は海綿体があまり発達していないため

勃起時に長さや太さはほとんど変化しませんが、海綿体内の圧力は静止時

の３７０倍程度になります。

山羊の陰茎海綿体の圧力

静止時 １９mmHg

勃起時 ７，０００mmHg

山羊の陰茎

尿道突起

Ｓ字曲
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（２）副生殖腺

精液を構成する成分のほとんどは前立腺、精嚢腺、尿道球腺（カウパー氏

腺）液から構成されており各々から分泌される成分には以下の特徴がありま

す。

①前立腺

各種塩類とクエン酸を含んでおり、精のう腺液とともに精液の液状成分の大

部分を構成しています。牛や豚の前立腺は体部と伝播部に分かれますが、山

羊とめん羊では体部を欠いています。

②精のう腺

１対からなる腺体で精液のエネルギー源となる果糖（フルクトース）と精液の

浸透圧維持に役立つクエン酸の含量が多いのが特徴です。精のう腺の分泌液

の量は精液の液状成分としては最も多くなっています。

③尿道球腺（カウパー氏腺）

分泌量は精のう腺や前立腺に比べて少ないものの、尿道球腺液は前立腺液

とともに、射精に先立って排出されて尿道の洗浄にも役立っています。山羊の

尿道球腺液には卵黄と反応して凝固するホスホリパーゼＡ類が含まれている

ため卵黄を用いた希釈液を作成する際には注意が必要です。

山羊の副生殖腺液の性状

項 目 前立腺 精のう腺 尿道球腺

ｐＨ ７．１ ７．０ ８．３

総窒素 ２，０５０．５ １，５１２．４ １，７１２．６

非蛋白態窒素 ４６０．６ ３１２．３ ７９６．７

タンパク質 １２．３ １０．５ ６．２

果糖 １１．１ ８１１．３ ４５．１

クエン酸 ５．１ ２６５．３ ２５．４

乳酸 １９２．７ ３９６．０ １２４．４

資料「哺乳動物の精子」

（３）精 巣

陰嚢内での精巣の位置は家畜によって異なり、山羊を含む反芻家畜やウサギ

は精巣上体尾部が下となり精巣が縦に立った状態で陰嚢内に収まっています。

精巣

精巣上体尾部
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精巣重量は家畜の体の大きさに比例しているわけでなく、畜種により異なりま

すが、山羊はめん羊や豚とともに体重に対して大きい部類に入ります。

精巣重量（１個）

畜種 重量（ｇ）

山 羊 １４５～１５０

めん羊 ２５０～３００

牛 ３００～４００

馬 ２００～３００

豚 ３００～４００

精巣上体は精巣に付着した細長い袋でその中に細い精巣上体管（山羊；４７～

５２ｍの長さ）が折り畳まれて入っています。機能としては精巣で生産された未成

熟な精子の運搬、濃縮、成熟及び貯留（２４０～３２０億）を行い、射精に備えてい

ます。

精巣上体

精 巣 頭 部 体 部 尾 部

輸出管 精巣上体管 変性退行精子の吸収

10～20本 １本

精子生産 精子の成熟 精子の貯留 射精

１０日間前後

精巣上体内に貯留される精子数（片側）

山 羊 １２０～１６０億

めん羊 ２００～４００億

精子の受精能獲得；卵子の透明体通過、卵細胞膜と

の接着・融合、卵細胞質内への侵入といった能力を射

出精子は持ちませんが、雌の生殖道内でとどまることで

生理学的、機能的変化を受けてこうした能力を獲得す

ることです。精子はこのプロセスを経て初めて卵子と受

精することができるようになります。
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２．雌山羊の生殖器 膣

卵巣 子宮

肛門

外陰部

膣前庭

卵管

処女膜

膀胱

子宮頸管

（１）卵 巣

山羊の卵巣は卵円形をした１つの重量が３～４ｇの小さなもので、その位

置は骨盤腔の入口付近です。卵巣には様々な発育段階の卵胞と排卵後形

成された黄体が存在しています。

黄体

山羊の卵巣

卵胞

①卵 胞

卵胞は数個が順次発育し、最終的に内部に卵胞液を貯留した胞状の

成熟卵胞（グラーフ卵胞）となって排卵されます。排卵された卵が受精し

なかった場合には黄体期を経て、再度卵胞が発育、成熟の上排卵する

というプロセスを繰り返します。

②黄 体

黄体は卵子が排卵された後の卵胞腔に作られ、妊娠した場合はその

維持を行うという機能を持つものであり、妊娠しなかった場合は萎縮して

しまいます。山羊やめん羊の黄体はルテインという黄色い脂質顆粒を含

まないため肉色を呈し、牛や馬のように含むものは黄色を呈します。

○受胎した場合の黄体

黄体は受胎した場合、妊娠黄体として妊娠期間中を通して存在し、
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卵胞の発育抑制と妊娠維持を行います。山羊では妊娠期間を通じて

黄体が妊娠維持の主役となります。（めん羊や馬は妊娠期間途中で妊

娠維持の主役が黄体から胎盤に切り替わります）

○不受胎の場合の黄体

黄体は不受胎であった場合には、開花黄体は萎縮して仮黄体とな

り、徐々に小さくなり結合織が増加するとともに黄体細胞が脂肪変性し

て白色となります（こうした退行黄体を白体と呼びます）。

【発情周期と卵巣内の変化】（１周するのに２１日）

成熟卵胞 退化黄体（白体）

未成熟卵胞

発 情

退化（仮）黄体 発育卵胞 卵子 排 卵

破裂卵胞

成熟（開花）黄体

発育黄体

（２）卵 管

卵管は太い部分（膨大部）と細い部分（峡部）に分れ、膨大部で受精

（精子と卵子の出会い）が行われます。また、卵管は卵子及び精子の受

精部位への運搬及び受精卵の子宮への運搬を行うという機能を持って

います。

卵子 精子

卵巣 膨大部 峡部

受精部位

卵 管 子 宮
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（３）子 宮

子宮は精子の卵管への輸送、精子の受精能獲得、受精卵の着床・

発育、胎子の娩出といった機能を持っています。

形態的には山羊の子宮は牛、めん羊、馬とともに子宮角が分かれて

子宮体で付着する双角子宮（両分子宮）と呼ばれる形状をしています。

子宮角

子宮体

子宮頸管

山 羊 豚 ウサギ

（双角子宮（両分子宮）） （双角子宮） （重複子宮）

［卵管液及び子宮液］

卵管液及び子宮液は発情期に分泌量が増加して精子の移動や受精能獲得

及び卵子の生存に適した環境を提供するという役割を果たしています。

卵管液；○排卵直後及び受精後の卵子に栄養を供給する

○精子の受精能獲得、受精、受精卵の初期発生及び受精卵の子

宮への輸送に適した環境を提供する

子宮液；○精子の卵管への移動を助ける

○精子の受精能獲得誘起に関与する

卵管液及び子宮液の分泌量 単位；ｍｌ／日

畜 種 卵管液 子宮液

発情期 非発情期 発情期 非発情期

山 羊 １．２±０．３ ０．５±０．３ ２．１±０．９ ０．４±０．１

めん羊 ０．７～１．７ ０．４～０．６ １．３～８．０ ０．５～１．２

牛 １．２～１．７ ０．２～０．４ － －

馬 ２．０～５．０ １．２～２．０ － －

豚 ５．１±２．２ ２．１±１．０ ６．９±２．４ ２．７±１．６

資料「最新 家畜家禽繁殖学」

［産褥期・子宮回復］

妊娠及び分娩により生じた形態的、生理的変化から妊娠前の状態に回復す
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る期間を産褥期と言い、この中で子宮が妊娠前の状態に回復することを子宮

修復と言います。山羊の場合は子宮修復に３～４週間が必要とされています。

子宮修復に要する時間

畜 種 日 数

山 羊 ２１～２８

めん羊 ２１～２８ この子宮修復は哺乳している場合には早く、難

牛 ３０～４５ 産や後産（胎盤）停滞の場合には遅れることが知

馬 １３～２５ られています。

豚 ２１～２８

（４）子宮頸

山羊の子宮頚管は４～７㎝と緬羊に比べて短く、また襞も浅いため、頸管

への深部注入が容易という特徴があります。また子宮頸管は家畜により異な

る襞を有しており、山羊などの反芻動物では輪状襞（山羊は５層）であるのに

対して、豚はらせん状襞、馬では縦走襞となっています。

山羊の子宮頸管は短く襞も浅いので深部注入が容易

山羊の子宮頚管の構造

発情期

充血、腫脹して弛緩。水分含量が

高く（９８％）、粘稠性の低い透明の頸

管粘液が大量に分泌されます。

黄体期

細く緊縮し、子宮外口部も固く閉ざ

され、水分含量が低く（８５％）、粘稠

性の高い半透明の頸管粘液が頸管

を塞いでます。

緬 羊 山 羊

（原図「 Salamon's Artificial Insemination of Sheep and Goats 」）

（５）膣

いわゆる膣は膣と膣前庭から構成されており、この両者の境界には処女

膜（膣弁）が存在します。人工授精で未経産山羊に膣鏡を挿入する際にこの
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ことを知っておかないと、膣が浅くて膣鏡が入りきらないと考えたり、子宮頸

管が見付からないという事態に陥るので注意して下さい。

膣と膣前庭との長さの比率

畜 種 膣対膣前庭

山 羊 ２：１

めん羊 ３：２ 膣 処女膜 膣前庭 陰門

牛 ２：１ 通常の膣の深さは１３～１５㎝で、２～３㎝の深さしか

馬 ３：２ ない場合は、間性又はまれですがフリーマーチンであ

豚 ３：２ る可能性があります。

（６）外陰部

山羊の外陰部は発情のシグナル
山羊においては陰門等の外陰部は発情の状態を示す情報（色、大きさ、

粘液等）を発信する重要な部分です。

また、山羊の場合は一見正常な雌に見えるものでもよく観察すると形状の

おかしいものがあり、それらが往々にして間性である場合がありますので注

意して下さい。

Ⅱ．ホルモンと繁殖

繁殖に関するホルモン（性ホルモン）は性腺（卵巣、精巣）の発育、発情等雌の性

周期、精子の生産等にとどまらず乳腺の発育や泌乳にも関与しています。また、フィ

ードバックと呼ばれるホルモン相互の連鎖反応によりコントロールが行われていま

す。

繁殖に関するホルモンとその機能

ホ ル モ ン 名 主 な 機 能

性腺刺激ﾎﾙﾓﾝ放出ﾎﾙﾓﾝ（ＧｎＲＨ） 性腺刺激ホルモンの放出促進

卵胞刺激ホルモン（ＦＳＨ） 性腺刺激 卵胞発育

黄体形成ホルモン（ＬＨ） ホルモン 黄体形成、排卵

発情ホルモン（エストロジェン） 性 ス テ 発情誘起

黄体ホルモン（プロジェステロン） ロイドホ 妊娠維持

雄性ホルモン（テストステロン） ルモン 精子形成促進

プロスタグランディン（ＰＧ） 黄体の退行、分娩誘起

メラトニン 明暗周期、季節繁殖の開始

注１） ホルモンの機能については、卵胞発育にＬＨも関与するなど実際は多岐

に亘っているため、あくまで「主な機能」として考えて下さい。

注２） 性腺とは具体的には卵巣や精巣を指します。
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注３） 発情ホルモンは卵胞ホルモンとも呼ばれます。

繁殖季節は短日刺激が目を通じて脳内に入ることで開始
１．繁殖季節に雌が発情するメカニズム

山羊のうちザーネン種等ヨーロッパ系のものについては、短日性（秋に発情）

の繁殖季節を持っています。これは、メラトニンという暗期に分泌が促進されるホ

ルモンがあり、網膜が暗期が増加するという刺激を受けメラトニンの分泌促進時

期が増加するという情報が伝えられることで繁殖季節が始まると言われていま

す。従って、日長時間を人為的に調整することで繁殖季節外に発情を誘起するこ

とが可能であり、欧米等ではこうした操作が行われています。

日長の減少

昼 夜 昼 夜

山羊の目

脳

脳内の松果体 松果体

（メラトニン情報） 視床下部

下垂体

脳内の視床下部

ＧｎＲＨ（性腺刺激ﾎﾙﾓﾝ放出ﾎﾙﾓﾝ）

下垂体前葉 卵巣

ＦＳＨ（卵胞刺激ﾎﾙﾓﾝ）

卵 巣

エストロジェン（発情ホルモン）

発情兆候

ホルモン；血液中等に放出されることで連鎖反応的に各

種生理機能を生じさせたり、コントロールしたりする物質

２．発情周期に関連するホルモン

発情周期は卵胞の発育、排卵と黄体の形成、退行の繰り返しにより起こります。

この繰り返しには主として視床下部、脳下垂体及び性腺から放出される様々なホル

モンが関与しています。
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繁殖ホルモン分泌源は視床下部、下垂体、性腺の３つが中心

性ステロイド

視床下部 下垂体 性 腺

性腺刺激 性腺刺激ﾎﾙﾓﾝ 卵巣（卵胞） エストロジェン

ﾎﾙﾓﾝ放出 （ＦＳＨ，ＬＨ） 卵巣（黄体） プロジェステロン

ホルモン 精巣 テストステロン

（ＧｎＲＨ）

発情周期はホルモンにより規則的に繰り返されていますが、外部からホルモンを

投与することで、この周期を修正することが可能であるため、ホルモン投与による発

情周期の同期化等が行われています。

性腺刺激ホルモンとステロイドホルモンの作用で周期が形成
卵巣内の動きとホルモンの関係は５ページの「発情周期と卵巣内の変化」に示し

た図と併せて見てもらえば分かりやすいですが、簡単に言うと性腺刺激ホルモンに

より卵胞及び黄体が発育し、そのことで卵胞や黄体それぞれがホルモンを生産放出

することで発情の発現・消失等の発情周期が起こります。（実際はその他のホルモン

の関与やフィードバックシステムがあり、もっと複雑です。）

ＦＳＨ （ＬＨ） 卵胞が発育することで

エストロジェンが増加

卵胞の発育

インヒビン ＬＨサージが起こるためには

アクチビン エストロジェンの増加が必要

エストロジェン ＬＨサージ

ＧｎＲＨ

プロスタ 黄体の退行

グランディン

プロジェステロン 排卵はＬＨサージが

きっかけで起こる

黄体が発育する 黄体の発育 排 卵 （ＬＨサージの約２１時

ことでプロジェ 間後に排卵）

ステロンが増加
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ＬＨサージ

発情周期におけるＦＳＨ・

ＬＨの動態（イメージ）

発情 排卵 発情 排卵

発情周期におけるエス

トロジェン・プロジェステ

ロンの動態（イメージ）

ステロイドホルモン；コレステロールから合成されるホルモ

ンで副腎皮質ホルモンのほか、性ステロイドホルモンと呼

ばれるエストロジェン、プロジェステロン、テストステロン等

があります。

３．妊娠に関するホルモン

山羊は妊娠期間を通じて黄体が妊娠維持の主役

妊娠により黄体は妊娠黄体となりプロジェステロンを放出し続けます。山羊で

は黄体から分泌されるプロジェステロンが妊娠期間を通じて妊娠維持の主役を

果たしますが、めん羊や馬では、この妊娠維持のためのプロジェステロン分泌

は妊娠途中で黄体から胎盤に切り替わります。
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